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（１） 契約概要

（うち消費税及び地方消費税相当額　　53,623,700円）

（うち消費税及び地方消費税相当額　　60,590,000円）

（うち消費税及び地方消費税相当額　　54,440,300円）

　【参考】　入札参加者一覧

区分

地場2社

地場２社

１　工事請負契約の締結について

名称

東田中・丸三建設工事共同企業体

備考

オカトク・西光建設工事共同企業体

予定価格 ６６６，490，０００円

低入札価格調査
基準価格

５９８，８４３，３００円

契約年月日 　令和６年１１月12日

落札者
　東田中・丸三建設工事共同企業体
　代表者　株式会社　東田中建設

契約価額
５８９，８６０，７００円
（落札率　88.5　％）

工事期間 　令和６年11月13日から令和８年3月15日まで

入札方法 　総合評価方式による制限付一般競争入札

開札年月日 　令和６年10月２２日

　　夫婦石系月の浦地区送水管布設工事

工事件名 　夫婦石系月の浦地区送水管布設工事

工事概要

　 管路整備計画に基づき、大規模地震に備えた耐震化、危
機対応のための機能強化を図る目的で、送水管の新設工事
を行うもの。

送水管の新設 口径 1100㎜ 　工事延長 L＝338ｍ
・推進工　 L＝234ｍ
・開削工　 L＝104ｍ

摘要

　令和6年度支払い予定額
 35,868,000円

　令和7年度支払い予定額
　 553,992,700円

工事場所 　福岡県大野城市月の浦１丁目地内外
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（２） 入札結果

① 技術評価点の内訳

9.0

8.0

117.0

② 入札価格

③ 評価値 （参考）　※ 評価値とは複数の提案を比較評価するための指標であり、数値そのものが評価の度合を表すものではない。

9.0

4.0000

配点

3

加算点　a+b

　品質管理への取り組み

小計　a

点数

3.0

評価項目

標準点　c

　［着目点］
　発進立坑部は、閑静な住宅街の公園を一部占用し長期間工事を
行うため、周辺環境への配慮が重要となる。このため、これらの対策
についての提案を求める。

2

項
目
３

企
業
の

施
工
能
力

　同種工事の施工実績

4

技
術
者

の
能
力

小計　b

　建設業労働災害防止協会加入状況

　同種工事の施工経験
2 2.0000

　［着目点］
　本工事は、急曲線（半径40ｍ）及び地下構造物と近接した位置を
掘削するため、平面・縦断線形の精度を確保した上で、確実な掘進
が重要となる。このため、これらの対策についての提案を求める。

「発進立坑部の掘削及び資機材投入作業」における「安
全管理（労働災害の防止）」について

名
称

東田中・丸三
建設工事共同企業体

評価値　Ａ/Ｂ×α  　（αは数値調整のための係数）

（予定価格１億円以上10億円未満の場合、α＝１００，０００，０００）

　　　入札価格　Ｂ　（単位：円） （消費税及び地方消費税相当額を除く価格） 

100

企
業
評
価
項
目

21.6788

116.2500

100

16.2500

技術評価点A　（a+b+c）

　資格の保有状況

　障がい者雇用・環境保全の取り組み（地場企業）

社
会
貢
献

・

地
域
貢
献

　本店所在地
1.2500

17.0

536,237,000

7.2500

項
目
１

3

3.0

項
目
２

提
案
項
目

施
工
上
の
提
案

［着目点］
　発進立坑部は、狭隘な施工ヤード内で深さ約8ｍの掘削及び資機
材の吊り降ろし作業となり、建設機械との接触、墜落、落下等からの
労働者の安全確保が重要となる。このため、これらの対策について
の提案を求める。

3 3.0

「発進立坑部」における「環境への配慮（騒音又は振動対
策）」について

「急曲線を伴う推進工」における「品質管理（確実な掘
進）」について

落札者
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。

21.6322

7.0000

16.0000

100

116.0000

536,237,000

3.0

3.0

9.0

3.2500

2.0000

1.7500

名
称

オカトク・西光
建設工事共同企業体

点数

3.0

名
称

点数

（単位：点）

名
称

点数
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（３） 落札者の技術提案の概要

項
目
３

「発進立坑部の掘削及び資機材投入作業）」における「安全管理（労働災害の防止）」について

　発進立坑部は、狭隘な施工ヤード内での掘削及び資機材の吊り降ろし作業を伴うため、労働者の安全確保が重要であり、こ
れらを踏まえた効果的な提案がなされた。

「急曲線を伴う推進工」における「品質管理（確実な掘進）」について

　本工事は、急曲線（半径40ｍ）を伴う推進工の線形の精度を確保した上で、確実な掘進が重要となり、これらを踏まえた効果
的な提案がなされた。

「発進立坑部」における「環境への配慮（騒音又は振動対策）」について

　発進基地周辺は、閑静な住宅街に隣接するため、施工時の周辺環境への配慮が重要であり、これらを踏まえた効果的な提案
がなされた。

項
目
１

項
目
２
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　（参考）企業評価項目の内容

　障がい者雇用・
　環境保全の取り組み（地場企業）

　同種工事の施工経験

　本店所在地

　建設業労働災害防止協会への加入者を優位に評価する。

（ＪＶ案件：各構成員ごとに加算点を算出し、その平均点を採用）

　配置予定技術者が保有する監理技術者資格の保有期間の長い者を優位に評価
する。

評価項目

企
業
の
施
工
能
力

　本店が福岡都市圏（企業団構成団体地域）に所在し，また，本企業団競争入札有
資格者名簿（工事）に登載された期間が長い企業を優位に評価する。

（ＪＶ案件：各構成員ごとに加算点を算出し、その平均点を採用）

　建設業労働災害防止協会加入状況

　同種工事の施工実績

　配置予定技術者に平成24年4月1日から令和６年８月２日に竣工した中大口径
（泥濃式）推進工事の施工経験（監理技術者，主任技術者，現場代理人のいずれ
か）があれば優位に評価する。

　ＩＳＯ９００１の取得のある者を優位に評価する。

（ＪＶ案件：各構成員ごとに加算点を算出し、その平均点を採用）

　資格の保有状況

技
術
者

の
能
力

　本店が、地場内に所在し、障がい者雇用率4.6%を達成している者を優位に評
価する。
　また、本店が地場内に所在し、「ISO14001」又は「エコアクション21」の取得の
ある者を優位に評価する。
（ＪＶ案件：各構成員ごとに加算点を算出し、その平均点を採用）

評価内容

社
会
貢
献
・

地
域
貢
献

　品質管理への取り組み

　平成24年4月1日から令和６年８月２日に竣工した中大口径（泥濃式）推進工事
の施工実績のある者を優位に評価する。

（ＪＶ案件：各構成員ごとに加算点を算出し、その平均点を採用）
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今回契約箇所

既設送水管

凡　　　例

整備済

令和6年度予定

令和7年度以降計画
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出典：（国土交通省）国土地理院ウェブサイト

位置図

到達立坑

発進立坑

⽉の浦近隣公園

開削工法

写真③

写真②

写真①

写真③

写真②

写真①

送水管の新設 工事延長 L=338ｍ

開削工法

L=67ｍ
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充填材

送⽔管 ⼝径1,100㎜

推進管 ⼝径1,650㎜

約５～８ｍ

土被り

官
民
境
界

道路幅員 12〜16m

官
民
境
界

発
進
立
坑

到
達
立
坑

車 道 歩道歩道

回転

機械掘削

推進機

横断図（推進部）

ジャッキ

推進工法のイメージ図

8,000㎜3,500㎜

推進管
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センターライン

送⽔管 ⼝径1,100㎜

土被り　１．５ｍ

2.15ｍ

⾞ 道

道路幅員 12〜16m

官
民
境
界

官
民
境
界歩道 歩道

横断図（開削部）
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（１）　契約概要

（うち消費税及び地方消費税相当額　　207,134,000円）

（うち消費税及び地方消費税相当額　　233,653,600円）

（うち消費税及び地方消費税相当額　　210,288,240円）

　【参考】　入札参加者一覧

区分

地場外１社
地場３社

地場外１社
地場３社

１　工事請負契約の締結について

工事件名 　下原系粕屋地区送水管布設工事（その４）

工事概要

　 管路整備計画に基づき、大規模地震に備えた耐震化、危
機対応のための機能強化を図る目的で、送水管の新設工事
を行うもの。

送水管の新設 口径 800㎜ ,700㎜
                   工事延長 L＝1,773ｍ

　 ・シールド工　         L＝1,729ｍ
　 ・開削工　　         　 L＝     44ｍ

摘要

　令和6年度支払い予定額
　  　 　82，024，000円

　令和7年度支払い予定額
 　 　 697，212，000円

　令和8年度支払い予定額
 　 　 615，186，000円
　
　令和9年度支払い予定額
 　 　 884，052，000円

工事場所 　福岡県糟屋郡粕屋町戸原西４丁目地内外

2，278，474，000円
（落札率　88.7％）

工事期間 　令和7年1月9日から令和10年3月15日まで

入札方法 　総合評価方式による制限付一般競争入札

開札年月日 　令和６年12月10日

福田・三軌・海山・大和建設工事共同企業体

予定価格 ２，５７０，１８９，６００円

低入札価格調査
基準価格

２，３１３，１７０，６４０円

契約年月日 　令和７年１月８日

落札者
　フジタ・九州総合・松山・環境施設建設工事共同企業体
　代表者　株式会社　フジタ　九州支店

契約価額

名称

フジタ・九州総合・松山・環境施設建設工事共同企業体

備考
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（２） 入札結果

① 技術評価点の内訳

9.0

8.0

117.0

② 入札価格

③ 評価値 （参考）　※ 評価値とは複数の提案を比較評価するための指標であり、数値そのものが評価の度合を表すものではない。

9.0

3.8750

配点

3

加算点　a+b

　品質管理への取り組み

小計　a

点数

3.0

評価項目

標準点　c

　［着目点］
　発進基地周辺は、農耕地に隣接しているため、工事用地外への土
砂の流出防止などが重要となる。
　このため、これらの対策についての提案を求める。

2

項
目
３

企
業
の

施
工
能
力

　同種工事の施工実績

4

技
術
者

の
能
力

小計　b

　建設業労働災害防止協会加入状況

　同種工事の施工経験
2 2.0000

　［着目点］
　本工事は、急曲線(R=15m)を伴う長距離掘進(L=1,729m)であ
るため、平面・縦断線形を確保した上で、確実に掘進することが重要
となる。
　このため、これらの対策についての提案を求める。

「発進立坑または坑内」における「安全管理（労働災害の
防止）」について

名
称

フジタ・九州総合・松山・環境施設
建設工事共同企業体

評価値　Ａ/Ｂ×α  　（αは数値調整のための係数）

（予定価格10億円以上の場合、α＝１,０００，０００，０００）

　　　入札価格　Ｂ　（単位：円） （消費税及び地方消費税相当額を除く価格） 

100

企
業
評
価
項
目

56.0627

116.1250

100

16.1250

技術評価点A　（a+b+c）

　資格の保有状況

　障がい者雇用・環境保全の取り組み（地場企業）

社
会
貢
献

・

地
域
貢
献

　本店所在地
1.2500

17.0

2,071,340,000

7.1250

項
目
１

3

3.0

項
目
２

提
案
項
目

施
工
上
の
提
案

［着目点］
　立坑部は、深さが約10mの掘削及び資機材の吊り降ろし作業とな
り、また、坑内は、口径1100㎜の狭隘な空間での作業となるため、墜
落、落下及び建設機械との接触等からの労働者の安全確保が重要と
なる。
　このため、これらの対策についての提案を求める。

3 3.0

「発進立坑周辺」における「環境への配慮（土砂流出防止
等）」について

「急曲線を伴う長距離掘進」における「品質管理（確実な
掘進）」について

落札者
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55.7610

6.5000

15.5000

100

115.5000

2,071,340,000

3.0

3.0

9.0

3.5000

2.0000

1.0000

名
称

福田・三軌・海山・大和
建設工事共同企業体

点数

3.0

名
称

点数

（単位：点）

名
称

点数

13



（３） 落札者の技術提案の概要

項
目
３

「発進立坑または坑内」における「安全管理（労働災害の防止）」について

発進立坑または坑内では狭隘な空間での作業となるため、労働者の安全確保が重要であり、これらを踏まえた効果的な提案
がなされた。

「急曲線を伴う長距離掘進」における「品質管理（確実な掘進）」について

本工事は、急曲線（R＝15ｍ）を伴う長距離掘進（1,729m）であるため、平面・縦断線形を確保した上で確実に掘進すること
が重要となり、これらを踏まえた効果的な提案がなされた。

「発進立坑周辺」における「環境への配慮（土砂流出防止等）」について

発進基地周辺は、農耕地に隣接しているため、工事用地外への土砂の流出防止などが重要であり、これらを踏まえた効果的な
提案がなされた。

項
目
１

項
目
２
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　（参考）企業評価項目の内容

　障がい者雇用・
　環境保全の取り組み（地場企業）

　同種工事の施工経験

　本店所在地

　建設業労働災害防止協会への加入者を優位に評価する。

（ＪＶ案件：各構成員ごとに加算点を算出し、その平均点を採用）

　配置予定技術者が保有する監理技術者資格の保有期間の長い者を優位に評価
する。

評価項目

企
業
の
施
工
能
力

　本店が福岡都市圏（企業団構成団体地域）に所在し，また，本企業団競争入札有
資格者名簿（工事）に登載された期間が長い企業を優位に評価する。

（ＪＶ案件：各構成員ごとに加算点を算出し、その平均点を採用）

　建設業労働災害防止協会加入状況

　同種工事の施工実績

　配置予定技術者に平成24年4月1日から令和６年9月30日に竣工したシール
ド工事の施工経験（監理技術者，主任技術者，現場代理人のいずれか）があれば
優位に評価する。

　ＩＳＯ９００１の取得のある者を優位に評価する。

（ＪＶ案件：各構成員ごとに加算点を算出し、その平均点を採用）

　資格の保有状況

技
術
者

の
能
力

　本店が、地場内に所在し、障がい者雇用率4.6%を達成している者を優位に評
価する。
　また、本店が地場内に所在し、「ISO14001」又は「エコアクション21」の取得の
ある者を優位に評価する。
（ＪＶ案件：各構成員ごとに加算点を算出し、その平均点を採用）

評価内容

社
会
貢
献
・

地
域
貢
献

　品質管理への取り組み

　平成24年4月1日から令和６年9月30日に竣工したシールド工事の施工実績
のある者を優位に評価する。

（ＪＶ案件：各構成員ごとに加算点を算出し、その平均点を採用）
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⼤野城市役所

春⽇市役所

那珂川市役所

⑥

多々良浄水場

牛頸浄水場

警
固
断
層
対
策
︻
供
⽤
中
︼

下
原
系
幹
線
管
路
整
備
︵
⼤
野
城
市
⽡
⽥
Ộ
福
岡
市
東
区
⼟
井
︶

夫婦⽯系幹線管路整備
（⼤野城市⽉の浦〜那珂川市⽚縄）

既設送水管

凡　　　例

整備済

令和6年度予定

令和7年度以降計画

管路整備事業(第Ⅰ期整備)

概 要 図

今回契約箇所
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写真②

発進立坑

到達立坑

写真③

写真①

写真④

開削工法

L=34ｍ

開削工法

L=10ｍ

シ
ー
ル
ド

工
法

L
=
1
,
7
2
9ｍ

送
水
管
の

新
設

工
事
延
長

L=
1
,
7
7
3ｍ

出典：（国土交通省）国土地理院ウェブサイト

位置図

整 備 済
整 備 中
⼯  事  箇  所

R7年度以降計画
既設送⽔管

凡   例

写真① 写真②

写真③

写真④
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充填材

送⽔管 ⼝径800㎜

セグメント ⼝径1,100㎜

約６～９ｍ

土被り

官
民
境
界

発
進
立
坑

官
民
境
界

到
達
立
坑

車 道 歩道歩道

道路幅員 5〜11m

回転

機械掘削

シールド機

横断図（シールド部）

シールド工法のイメージ図

12,000㎜3,000㎜

シールドジャッキ

セグメント

作業ヤード
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センターライン

送⽔管 ⼝径800㎜、700㎜

土被り　１．５ｍ

1.70ｍ

⾞ 道

道路幅員 6〜12m

官
民
境
界

官
民
境
界歩道 歩道

横断図（開削部）
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２ 総合評価方式の改定案について 

（１）これまでの検討状況

① 経緯

福岡地区水道企業団では、平成 30 年度より総合評価方式の標準型を試行導入している。 

運用を開始して６年が経過するが、以下のような課題が生じている。

〇 現行の標準型は、一般的な施工上の工夫を求めるものであり、標準的な施工方法を上 

回る提案は全て同じ加算点となり、差が付きにくい。このため、企業評価と価格で落 

札者が決定することが多い。 

〇 今後は規模が大きく、かつ、技術的工夫の余地が大きい工事の発注を控えているため、 

これまでよりも技術力を評価して落札者を決定することが必要である。 

② 用水供給事業促進対策委員会における報告

経緯を踏まえ、総合評価方式の見直しについて、令和６年 11月の用水供給事業促進対

策委員会で、以下の二点を報告している。 

〇 工事規模や内容に応じて、高度な技術提案を求める制度の導入について検討を進める。  

〇 標準型について、企業の施工能力をより詳しく評価できるよう、他都市の事例等を踏 

まえ、企業評価項目の見直しを行う。 

③ 業界等へのヒアリング結果

用水供給事業促進対策委員会での報告内容を踏まえて、業界等へヒアリングを行った

結果、主に以下のような意見があった。 

〇 技術提案を評価されれば、受注機会につながるので、標準型に加えて、高度な技術提 

案を行うことは良い。 

〇 高度な技術提案は企業に費用や労力が生じるため、工事規模や内容により、型式を使 

い分けた方が良い。 

〇 標準型を継続して、工事内容に応じて高度な技術提案と使い分けた方が良い。 

  〇 他都市の取組などを参考に、企業評価項目の拡充を求める。 

ヒアリングの概要

時期：令和６年 11月

相手方： 

土木業界団体、設備業者 

計 15団体・社 

高度な技術提案について 企業評価項目について 

参考 
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（２）改定案

  経緯や業界等へのヒアリングを踏まえ、型式の追加と企業評価項目の追加・変更を検討した。 

① 改定案の概要

※ 朱書き部は変更点を示す

〇:必須
△:選択

配点
〇:必須
△:選択

配点
〇:必須
△:選択

配点

技術提案  （１～４問・１問１０点）

・性能・機能の確保に関するもの
・品質管理
・安全管理
・環境への配慮
・その他

〇 10～40 ー ー ー ー

施工上の提案 （１問３点）

・品質管理
・安全管理
・環境への配慮

ー ー 〇 6 〇 6～9

地場企業への下請計画 △ 1 △ 1 △ 1

地場企業からの資材調達計画 △ 1 △ 1 △ 1

工事成績の実績 〇 4 〇 4 △ 3

工事成績優良業者の表彰実績 〇 1 〇 1 △ 1

同種工事の施工実績 〇 1 〇 1 〇 2

受注工事件数 △ 1 △ 1 △ 1

品質管理への取り組み △ 1 △ 1 〇 1

建設業労働災害防止協会加入状況 △ 1 △ 1 〇 1

資格の保有状況 〇 1 〇 1 〇 1

同種工事の施工経験 〇 1 〇 1 〇 1

社会貢献 〇 2 〇 2 〇 1

本店所在地 〇 1 〇 1 〇 1

企業の信頼性
社会性

競争入札参加停止措置状況 〇 -2 〇 -2 ー ー

企
業
評
価
項
目

11 11

6～11

企業の施工能力

技術者の能力

社会貢献
地域貢献

必須項目配点

加算点　合計 21～56 17～22 14～24

6～8

企業評価項目の配点 11～14 11～14 13

8

選択項目配点 0～3 0～3 5

提
案
項
目

技術提案

地場企業の活用

提案項目の配点 １０～42

改定（案） 現行

型式 技術提案型（追加） 標準型（継続） 標準型

１億円以上対象工事
５億円以上かつ

技術的工夫の余地が
大きい工事

1億円以上
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② 型式の追加

高度な技術提案を求める業界の意見を踏まえて、以下のとおり、「技術提案型」を新た

に追加する。なお、現行の標準型も継続し、工事規模や内容に応じて型式を使い分ける。 

技術提案型（追加） 標準型（継続） 

提案 

項目 

工事目的物の性能・機能の確保

や品質管理、安全管理、環境への

配慮について、幅広く技術的な提

案を求める 

品質管理、安全管理、環境への配慮

における、施工上の工夫について提

案を求める 

配点 
最大 40 点 

(10 点×最大４問、１問５提案まで) 

６点 

(３点×２問、１問１提案まで） 

対象 

工事 

予定金額５億円以上、且つ、 

技術的工夫の余地が大きい工事 
予定金額 1億円以上 

③ 企業評価項目の追加・変更

標準型は企業評価項目と価格で落札者が決定することが多いことや、企業評価項目の

拡充を求める意見があることを踏まえて、標準型について、企業の施工能力をより詳し

く評価できるよう、以下のとおり企業評価項目の追加・変更を行う。 

項目 内容 

工事成績の実績 
企業の施工実績をより適正に評価するため、選択項目から必須

項目へ変更する。 

工事成績優良業者

の表彰実績 
同上 

社会貢献 

これまで「障がい者雇用」「環境保全の取組」※の２項目で評価

を行っていたが、企業の社会への貢献度をより適正に評価するた

め、次の２項目を追加する。 

〇協力雇用主（犯罪をした者等の自立及び社会復帰支援） 

協力雇用主として法務省保護観察所に登録し、一定期間の雇

用実績のある企業 

〇消防団協力企業 

消防庁による消防団協力事業所表示制度の適用を受けた企業 

競争入札参加停止

措置状況 

企業の信頼性・社会性を評価するため、競争入札参加停止措置

状況を加味した減点項目を追加する。 

品質管理への取組 
工事内容に応じて、品質管理と安全対策、優先する一方を選択

する。 
建設業労働災害防

止協会加入状況 

※「障がい者雇用」：障がい者雇用率 4.6％の達成状況 環境保全の取組」：ISO14001 又はエコアクション 21 の取得状況

（３）スケジュール

令和７年４月１日以降公告の案件より適用する。なお、当面の間は試行運用とし、技術

提案型、標準型合わせて、年間数件程度を対象として実施する。 

なお、今後は改定内容を HP で公表するなど、業界へ丁寧な説明を行っていく。 
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